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ネットワークシステムとデータベースの設計
第２報パソコンネットワークによる統合的在庫管理システムの開発
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Theinventorycontrolsystemtakesoneofthemostimportantpartsintheproductionmanagement

systemaswellasintheprogressmanagementsystemforthecost-downandsavingmaterials、We

havebeendevelopingtheproductionmanagementsysteminalithographingcompany・Inthisreport，

theinventorycontrolsystemisdevelopedinordertousematerialsefficiently，Asaresult，main

materialslikeink，ｓｕｂmaterialslikemaintenancepartsofmachineandfumishingmaterialsliketin

platecanbemanagedtotally、Thisdevelopedpersonalcomputernetworksystemcanbeappliedto

otheｒｔｙｐｅｓｏｆｉｎdustry．
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１． はじめに

資材在庫，仕掛品在庫，製品在庫のどれであれ，コス

トアップ要因となる在庫はなるべく少なく，できれば

｢ゼロ」にもっていきたい．しかし，現在の多品種・少

量生産・短納期の状況に対応するには，在庫を「ゼロ」

にはできない．したがって納品と経理の両面から在庫状

況の把握は非常に重視される．

一般に在庫の利点・機能として次の４つがある．

・ロット効果：生産数量(ロット数)を上げることにより

生産性の向上が期待できる．

・誤差緩和：生産計画，販売計画などの予測誤差の緩

和ができる．

・納期促進：在庫により納期を早めることができる．

・負荷調整：在庫を持つことで計画生産が可能になり，
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生産能力の負荷の軽減になる．

このような在庫の機能を発揮しながら，このような在庫の機能を発揮しながら，適正在庫を維

持するためには高度な管理が必要となる．

当グループでは金属印刷企業においてパソコンでのネッ

トワーク型生産管理システムの構築を進めているが，こ

こでは主資材(インク)，副資材，預かり資材(ブリキ板）

等を統合的に管理し，資材活用を図る在庫管理システム

の開発方法について報告する．

２．ネットワークシステム

本在庫管理システムは，構築中のパソコンネットワー

クシステムによる統合型生産管理システムの一環として

開発した・今回の在庫管理システム開発に伴い，ｐｅｅｒ

ｔｏｐｅｅｒ型のネットワークから，図ｌに示すようなサー

バ機を導入したサーバクライアント型ネットワークに変

更し，クライアントコンピュータであるパソコンの台数

も３台から８台に増設した．この変更によって，生産ラ

イン，資材庫を除くすべての部署にパソコンを設置し，










